
１            隠岐広域連合立隠岐病院広報誌（第 153 号）      2022/06/10 

医
療
度
が
高
い
場
合
に
は
訪
問
診
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

入
院
管
理
、
在
宅
診
療
を
充
実
し
て

い
く
に
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充
足
が

必
要
で
す
。
か
つ
て
は
医
師
の
使
命
感

に
依
存
し
て
き
た
離
島
医
療
で
す
が
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
が
開
始
さ
れ
、
医
師
の
時
間

外
勤
務
の
制
限
や
一
人
診
療
科
に
あ

っ
て
は
外
来
診
療
の
休
診
等
も
あ
る

時
代
に
な
り
ま
す
。
島
民
の
皆
様
に

は
、
出
来
る
だ
け
時
間
外
の
受
診
を
控

え
て
頂
き
た
い
こ
と
や
医
師
と
の
面

談
な
ど
は
平
日
の
時
間
内
に
出
来
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
近
い
将
来
、
隠
岐
病
院
と
町
立
診

療
所
が
一
体
と
な
り
島
の
医
療
を
守

る
シ
ス
テ
ム
作
り
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

次
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
院
は
隠
岐
圏

域
の
重
点
医
療
機
関
と
し
て

46

人

（
５
月

24
日
時
点
）
の
中
等
症
ま
で

の
入
院
患
者
を
管
理
し
て
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
病
棟
と
し
て
の
人
員
確
保
の

た
め
、
一
般
病
棟
で
は
限
ら
れ
た
医
療

ス
タ
ッ
フ
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

  

島
民
の
皆
様
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
面
会
制
限

な
ど
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
お

り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
普
及
し
重

症
化
を
防
げ
て
い
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス

も
新
た
な
変
異
を
続
け
て
お
り
、
ま
だ

ま
だ
終
息
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、

島
民
の
皆
様
か
ら
心
強
い
ご
支
援
を

賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
当
院
は
新
病
院
が
開
院
し
て

か
ら

10
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
度
は

17
診
療
科
、
22
人
の
常
勤

医
師
（
歯
科
医
師
２
人
を
含
む
）
と

大
学
等
か
ら
の
非
常
勤
医
師
派
遣

の
支
援
を
得
て
、
隠
岐
圏
域
の
中
核

病
院
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
渦
で
あ
っ
て

も

24
時
間
体
制
の
救
急
外
来
、
緊
急

入
院
、
緊
急
手
術
、
透
析
外
来
、
島

外
医
療
機
関
か
ら
の
転
院
患
者
の

受
け
入
れ
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。 

日
常
の
外
来
に
つ
い
て
は
、
島
で

唯
一
の
病
院
で
あ
る
た
め
に
複
数

科
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
一

日
平
均
４
３
０
人
と
同
規
模
病
院

の
お
よ
そ
２
倍
多
い
の
が
特
徴
で

す
。
当
院
で
完
結
出
来
る
医
療
を
提

供
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
目
標

で
す
が
、
高
度
医
療
や
緊
急
の
処
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置
・
治
療
が
必
要
な
疾
患
に
つ
い
て

は
、
島
外
の
高
次
医
療
機
関
に
紹
介

ま
た
は
当
院
ヘ
リ
ポ
ー
ト
か
ら
の
緊

急
搬
送
（
年
間
約
１
０
０
件
）
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
、
高
度
～

急
性
期
患
者
の

65
～

60
％
、
回
復
期

患
者
の

40
％
の
治
療
は
島
外
医
療
機

関
で
行
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
等
の

社
会
的
弱
者
が
当
院
で
の
治
療
対
象

と
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

隠
岐
の
島
町
の
高
齢
化
は
す
で
に

40
％
を
超
え
て
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
治
癒
や
完
全
な
回
復
が
望
め
な

い
患
者
や
認
知
症
、
独
居
高
齢
者
、
複

数
の
疾
患
や
複
雑
な
問
題
を
抱
え
る

高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、
と
り
わ
け

独
居
高
齢
者
の
退
院
調
整
に
苦
慮
す

る
こ
と
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
い

か
に
我
が
町
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

か
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
（
保
健
、

医
療
（
診
療
所
）
、
介
護
、
福
祉
）
と

連
携
し
な
が
ら
「
高
齢
者
を
支
え
る

医
療
」
の
提
供
が
大
き
な
目
標
と
な

っ
て
来
て
い
ま
す
。 

 

国
が
推
進
す
る
訪
問
診
療
・
訪
問

看
護
に
つ
い
て
は
、
医
師
不
足
・
看
護

師
不
足
も
あ
り
思
い
描
く
よ
う
な
在

宅
診
療
は
ま
だ
ま
だ
実
現
出
来
ま
せ

ん
が
、
令
和
２
年

10
月
に
幅
広
い
分

野
で
診
療
が
で
き
る
総
合
診
療
科
を

立
ち
上
げ
、
ま
た
特
定
行
為
が
出
来

る
診
療
看
護
師
を
採
用
し
、
化
学
治

療
や
麻
薬
管
理
が
必
要
な
場
合
な
ど

（内科） 

回覧 

院
内
ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
… 

救
急
来
院
し
た
時
点
で
患
者
さ

ま
の
状
態
を
評
価
し
、
緊
急
度
・

重
症
度
に
応
じ
て
診
療
の
優
先

順
位
を
決
定
す
る
こ
と
で
す
。 

 

隠
岐
病
院
の
現
況
に
つ
い
て 

 

院
長 

 

長
谷
川
明
広 

oki
四角形
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感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
大
事
で

す
の
で
、
病
院
の
対
策
と
し
て
、
発
熱

な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
、
事
前
に
電

話
連
絡
を
し
て
問
診
の
上
、
感
染
症
外

来
を
受
診
し
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
、
直

接
受
診
さ
れ
る
場
合
で
も
、
病
院
の
玄

関
前
で
職
員
が
問
診
（
ト
リ
ア
ー
ジ
）

を
行
い
ま
す
。 

発
熱
等
の
症
状
の
あ
る
方
で
、
抗
原

定
量
検
査
に
お
い
て
陽
性
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
当
院
か
ら
隠
岐
保
健

所
に
届
け
出
を
し
、
入
院
か
自
宅
療
養

か
の
判
断
は
、
隠
岐
保
健
所
（
ま
た
は

島
根
県
入
院
調
整
本
部
）
が
行
い
ま

す
。
隠
岐
の
島
町
の
現
在
の
運
用
で

は
、
自
宅
療
養
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

感
染
者
の
在
住
す
る
地
区
の
医
師
・
看

護
師
が
担
当
し
、
症
状
が
悪
化
し
た
場

合
に
は
当
院
に
相
談
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。 

最
後
に
、
病
院
経
営
に
つ
い
て
で
す

が
、
令
和
元
年
度
か
ら
重
点
的
に
経
営

改
革
に
取
り
組
み
、
単
に
経
費
の
削
減

を
図
る
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
医
療
も

確
保
で
き
る
よ
う
に
職
員
一
体
と
な

っ
て
対
応
し
て
お
り
、
今
年
度
は
病
棟

の
改
築
を
行
い
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

53
床
、
急
性
期
病
棟

38
床
に
再
編
成

す
る
予
定
で
す
。 

 

院
長
と
し
て
、
「
隠
岐
圏
域
の
中
長

期
的
な
地
域
医
療
構
想
」
を
見
据
え
な

が
ら
「
柔
軟
性
と
謙
虚
な
気
持
ち
」
を 

持
っ
て
様
々
な
課
題
に
対
し
て
対

応
し
、
当
院
の
理
念
で
あ
る
「
こ
の

島
に
住
む
、
安
心
の
医
療
」
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皮膚科外来及び腎臓内科外来の診療体制について 

当院の皮膚科外来及び腎臓内科外来は他院からの専門医が

来島して診察を行うため、診察日が限られており完全予約制の

診療体制としております。  

受診を希望される方はかかりつけ医の先生に紹介状と予約を

いただいてから受診されるようお願いいたします。当院の医師が

かかりつけ医の場合はかかりつけ医の診察後、必要に応じて皮

膚科又は腎臓内科に予約をする形の診察となります。  

ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いいた

します。  
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隠
岐
島
内
に
お
い
て
、
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
隠
岐
し
お
さ
い
」
様
か

ら
、
５
月

23
日
に
車
イ
ス
２
台
の
寄
贈
を
い
た
だ

き
、
寄
贈
式
を
行
い
ま
し
た
。 

寄
贈
い
た
だ
い
た
車
イ
ス
は
、
横
側
か
ら
も
座
れ

る
こ
と
が
で
き
る
最
新
式
の
２
台
で
あ
り
、
病
棟
や

リ
ハ
ビ
リ
等
で
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

車イス寄贈式 
ありがとうございました！ 
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美
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（総合診療科） 

 

 

 

 

 

 

金子
か ね こ

 一
いち

朗
ろう

 

歯科口腔外科部長 
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歯科口腔外科医長 
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貴
き

 

外科医員 

（外科） 
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せ り た

 晃
あき

道
みち

 

診療支援室長 

（診療看護師） 


